[image: image1.jpg]fted Nations - UNESCO Associated Schools
Educational, Sclenllﬂc and
Cultural Organization



ユネスコスクール八名川小としての交流や発信の記録
（２５年２月のＥＳＤパワーアップ交流会以降の交流・発信を掲載）
２０１３年２月～
　八名川小学校のユネスコスクールとしての活動は、校内研究会講師の目白大学人間学部長の

多田孝志教授を始め、様々な方々のご指導や多様な交流に支えられております。
２月１２日　　福島県南会津郡只見町立朝日小学校坂本教務主任来校受け入れ、資料の提供

２月２８日　　福岡県大牟田市立平原小学校溝上教務主任来校受け入れ、資料の提供

３月２５日　　上越教育大学大学院学校教育研究科安藤准教授来校、ＥＳＤに関する調査に協力
４月２２日　　世田谷区立中里小学校プレート除幕式及びＥＳＤ研修会に講師派遣
５月１４日　　大牟田市立吉野小学校の校内研究会に参加（ＥＳＤカレンダーづくりについて）
５月２２日　　授業取材「政府インターネットテレビ徳光＆木佐の知りたいニッポン」あなたの毎日が、未来になる～持続可能な開発のための教育（ＥＳＤ）～６月から公開中（５年と江東区温暖化対策課の協力授業）
５月２６日　　パキスタンイスラム共和国ＪＩＣＡ職員アビド・ジル氏と大橋千穂氏来校・参観
６月１８日　　稲城第二小学校校内研究授業に講師派遣（ＥＳＤと授業づくりに関する提言）
６月１９日　　あま市立甚目寺小学校から視察（２名）
６月２２～２９日　中国政府日本教職員招へいプログラムに職員派遣（ＥＳＤ資料ＣＤ１００枚）
６月２６日　　校内授業研究会（２年おいしくそだて！わたしの野さい）に目白大学の大学院生・研究員４名参加、地域のお花の会の会員が協力
７月　９日　　校内授業研究会（１年ザリガニとなかよし）に多数の保護者が協力
７月３１日　　あま市立甚目寺小学校校内研究会に講師派遣（ＣＤ５０毎）
８月　５日　　愛知県東浦町立緒川小学校・藤江小学校合同現職研修会ユネスコスクール学習会に講師派遣（資料ＣＤ５０枚）
８月　７日　　岡山大学・文部科学省主催ＥＳＤ研修会にて基調提案（資料ＣＤ２００枚）
８月１９日　　岐阜大学主催岐阜県下ユネスコスクール研修会に講師派遣（資料ＣＤ１００枚）
８月３１日　　日本学校教育学会「グローバル時代の学校教育」誌が出版
「学校におけるＥＳＤ教育の進め方～学校を経営する校長の立場から～」掲載
９月１０日　　稲城市立第二小学校校内研究会に職員２名を派遣し研修させていただく
９月１３日　　校内授業研究会（４年さがそう、深川未来遺産）に彦根市立城陽小学校大西先生と
環境省中川氏の参加受け入れ
９月１８日　　学研教育ジャーナル誌取材受け入れ（１２月号に博報賞受賞者インタビュー掲載）
１０月８日　　江東区カーボンマイナスこどもアクション表彰式にて５・６年生が表彰される
１０月９日　　広島市立幟町小学校にＥＳＤ推進資料の提供
１０月１０日　校内授業研究会（３年、食べ物から見える世界）に環境省中川隆政氏と地球環境パートナーシップ会議杉山氏の参加、ウェブ用の取材受け入れ、
１０月１１日　日立環境財団「環境研究」誌より原稿依頼
　　　　　　　「世界に向けて発信する日本のユネスコスクールの価値と成果」について寄稿
１０月３１日　世界酪農サミット関係者１１カ国から５０名の訪問受け入れ（４年生が給食に関するプレゼンで対応）１１月１１日付の教育新聞に紹介記事が掲載
１１月１１日　国連大学上級副学長・東京大学サスティナビリティ学連携機構長の武内和彦教授、文部科学省国際統括官付国際戦略企画官の籾井圭子氏視察、（５年、震災対応授業）
１１月１４日　滋賀県彦根市立城陽小学校ＥＳＤ研究発表会研究発表会に講師派遣（ＣＤ３００枚）
１１月２１日　宮崎県綾町教育委員会からＥＳＤの推進方法についての視察（５名）

１１月２１日　大阪市立鶴見橋中学校藤井校長にＥＳＤ推進資料を提供
１１月２５～２９日　滋賀県彦根市立城陽小学校から中村徹先生の研修派遣を受け入れ
１１月２６日　スウェーデンのオレブロ大学から、ヨハン・オーマン教授、ボディル・スンドベリ教授、橫浜市立大学助教授ジェルベ　オリビエ先生、オレブロ大学客員研究員の浅野由子氏来校　本校の校内研究会にも参加され、５年生の研究授業「地震だ！こんな時どうする」や、研究協議会にも参加・交流、スウェーデンでのＥＳＤカレンダーの推進を約束
１１月２８日　教育新聞４面に、文部科学省初等中等局教育課程課調査官田村学先生と校長との対談『ＥＳＤの成果をどうとらえるか』全面で掲載（本校ＨＰ上で公開中）
１１月３０日　ユネスコスクール全国大会プレイベントの稲城市立稲城第二小学校ＥＳＤ研究発表会と多摩市の実践発表会に１０名の職員を派遣し研修、コメンテーターも派遣
１２月１日　　ユネスコスクール全国大会「ＥＳＤの成果と課題」分科会にて黄地研究主任が発表し、全国から集まった先生方や研究者と交流（ＥＳＤ推進資料ＣＤ等４００枚を提供）全体報告会でも意見を集約し、来年のＥＳＤ世界大会への発信について方向を明確化する
１２月６日　　中国からユネスコ教育視察団３０名の来校（中国語版のプレゼンにて対応、ＣＤ６０部配布）
同日インドネシア・ユネスコ・ナショナルコーディネーターのノール・エンダー・モヒター教授(５名)来校、ＥＳＤカレンダーの効用について意見交換と合意、インドネシアでも自国の文部科学省を通じてＥＳＤカレンダーを活用したＥＳＤ推進を約束
１２月１０日　環境省地球環境パートナーシッププラザのウェブサイトに「学ぶ心に火をつけろ！　ESDで変わる学びの未来」の事例掲載、『ＥＳＤ環境教育プログラム』で検索可
１２月１０日　ＥＳＤについて知りたい世田谷区民の主婦の方の来校を受け入れ、説明
校内研究会（６年世界の平和と私たちにできること）に京都女子大学生と環境省梁瀬氏・中川氏、文部科学省の田村学氏と目白大学研究生守内氏、立教大学研究生竹内氏が来校し参加
１２月１６日　「八名川まつり」と「ＥＳＤパワーアップ交流会」の広報開始

１月１０日　　目白大学中山教授と学生２名の来校

１月２２日　　岡山市立高島中学校に保護者用ＥＳＤ説明資料の提

１月２４日　　八名川まつり公開（地域の保育園・幼稚園児や、幼小中連携教育関係者、保護者、地域関係者、学生、教育関係者、ＪＩＣＡ等の機関、関係省庁等の参観受け入れ）
　　　　　　　奈良市立飛鳥小学校６年の学習成果の展示コーナーを作り、作品や手紙で交流
２０１４年

１月２６日　　奈良教育大学「全校で取り組むＥＳＤの進め方」講師派遣（ＣＤ資料１００部）
２月８日　　　「第２回パワーアップ交流会」公開、
ご後援：日本ユネスコ国内委員会、ユネスコ・アジア文化センター、教育新聞社、公益社団法人日本ユネスコ協会連盟、（研究紀要と資料ＣＤ１００部配布）　
２月２２日　　博報財団「第１１回博報教育フォーラム」にて事例発表「日本の教育で『生きる力』を育むための具体策と実践～ＥＳＤを踏まえて～」とポスターセッション、パネルディスカッションに参加（ＣＤ等の資料２００部）
３月１日　　　南九州大学都城キャンパスにてＭカフェ、ＥＳＤ講演（ＣＤ５０部）
※この他に、年間を通じて、日本ユネスコ国内委員会教育小委員会及びＥＳＤ世界大会運営協議会に協力し、資料や意見を提供中
